
副
詞
「
大
方
」
の
意
味
変
化

李

知

殷

一
、
は
じ
め
に

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
大
方
（
お
お
か
た
）」
は
次
の
よ
う
に
、
二
つ

の
用
法
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
下
の
（
一
）（
二
）
は
「
大
方
の
」
と
い
う
形

で
、「
話
の
大
部
分
」「
世
間
一
般
の
人
」
と
い
う
意
を
表
す
。（
三
）
は
「
五

題
中
三
題
で
き
た
」
と
い
う
根
拠
か
ら
「（
試
験
に
）
受
か
る
」
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
推
量
す
る
副
詞
的
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
一
）
彼
の
話
は
お
お
か
た
の
と
こ
ろ
は
想
像
が
つ
く
。

（
二
）（
後
書
き
）
お
お
か
た
の
御
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

（
三
）
五
題
中
三
題
で
き
た
の
な
ら
お
お
か
た
受
か
る
だ
ろ
う
。

『
現
代
副
詞
用
法
辞
典
』
一
九
八
四：

九
六

従
来
の
研
究
で
は
、（
三
）
の
よ
う
に
「
可
能
性
が
高
い
こ
と
」
を
推
量

す
る
副
詞
的
な
も
の
、
特
に
文
末
の
推
量
表
現
と
呼
応
す
る
陳
述
副
詞
と
し

て
多
く
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
現
代
語
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
が
あ
る
。（
四
）

は
副
詞
的
用
法
と
し
て
、「
全
く
見
え
な
い
」
と
い
う
意
を
表
し
つ
つ
、
否

定
の
語
と
呼
応
し
て
い
る
。

（
四
）
す
べ
て
、
蔬
、
お
ほ
か
た
見
え
ず
『
宇
治
拾
遺
』（
一
二
二
一
頃
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
副
詞
「
大
方
」
が
現
代
語
に
至
る
ま
で

ど
の
よ
う
な
意
味
変
化
を
経
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

調
査
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
調
査
資
料
の
な
か
か
ら
「
お
ほ
か
た
・
お
お

か
た
・
大
方
」
を
検
索
し
、
用
例
を
収
集
す
る
。
そ
の
際
、
意
味
変
化
を
考

察
す
る
た
め
、資
料
の
性
格
と
関
係
な
く
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
扱
う
。

（
な
お
、
詳
細
な
調
査
資
料
に
つ
い
て
は
参
考
文
献
を
参
照
す
る
）

以
下
、
こ
れ
か
ら
挙
げ
る
用
例
の
表
記
や
現
代
語
訳
は
『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
』（
小
学
館
）、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
に
従
う
。
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二
、「
大
方
」
の
歴
史
的
変
遷

二
・
一

中
古

『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
で
の
最
も
古
い
例
は
『
万
葉
集
』（
八

世
紀
後
半
）
の
も
の
で
あ
る
。

（
五
）
大
方
は
何
か
も
恋
ひ
む
言
挙
せ
ず
妹
に
寄
り
寝
む
年
は
近
き
を

「
大
方
」
に
「
は
」
を
伴
っ
た
形
で
、「
普
通
な
ら
恋
し
い
こ
と
な
ど
な

い
は
ず
だ
」
と
い
う
意
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
『
万
葉
集
』
に
多
数

見
ら
れ
る
。

（
六
）
お
ほ
か
た
は
た
が
み
む
と
か
も
ぬ
ば
た
ま
の
わ
が
く
ろ
か
み
を
な
び

け
て
を
ら
む

（
七
）
屋
戸
さ
す
な
ゆ
め
何
時
ま
で
に
生
か
む
命
そ
お
ほ
か
た
は
恋
ひ
つ
つ

あ
ら
ず
は
死
ぬ
る
ま
さ
れ
り

中
古
の
資
料
か
ら
、
形
態
別
に
分
け
て
み
る
と
、「
大
方
の
」、「
大
方
＋

助
詞
（
は
、
に
等
）」、「
大
方
＋
な
る
」、「
大
方
」
単
独
で
現
れ
る
も
の
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
で
に
多
様
な
形
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
用
例
数
を
み
る
と
、「
大
方
の
」
の
連
体
修
飾
と
「
大
方

＋
助
詞
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
多（
１
）い、
こ
の
時
期
の
中
心
的
な

用
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
、名
詞
的
用
法
の
「
大
方
の
」
の
形
か
ら
み
て
み
る
。基
本
的
に
「
事

柄
の
量
、
範
囲
に
占
め
る
部
分
が
多
い
」
ま
た
は
「
事
柄
の
質
、
関
係
、
程

度
な
ど
が
一
般
的
な
こ
と
」
と
い
う
意
を
表
す
。（
八
）
は
「
事
柄
に
占
め

る
部
分
が
多
い
こ
と
」、（
九
）（
一
〇
）
は
「
だ
い
た
い
の
こ
と
」
と
い
う

意
を
表
す
。（
八
）
は
「
部
屋
の
全
体
に
香
り
が
広
が
っ
て
い
る
」、（
九
）

は
「
だ
い
た
い
の
作
法
」、（
一
〇
）
は
「
女
宮
の
姿
の
だ
い
た
い
の
様
子
」

と
い
う
こ
と
を
表
す
。
そ
し
て
、「
大
方
の
」
の
例
の
う
ち
、（
一
一
）
の
よ

う
に
「
大
方
の
」
の
後
ろ
に
「
世
の
（
お
ぼ
え
、
響
き
等
）」
と
い
う
特
定

な
名
詞
が
つ
く
も
の
が
多
い
、
世
の
中
に
か
か
わ
る
こ
と
を
伴
っ
て
世
間
一

般
的
な
こ
と
を
表
す
。

（
八
）
几
帳
立
て
、
君
も
い
と
を
か
し
げ
に
と
り
つ
く
ろ
ひ
て
、
大
方
の
香

も
い
と
香
ば
し
げ
な
れ
ば
、
あ
や
し
く
な
り
て
、

『
落
窪
物
語
』（
一
〇
世
紀
末
）

（
九
）
姫
君
の
御
た
め
を
思
せ
ば
、
お
ほ
か
た
の
作
法
も
、
ぢ
め
こ
よ
な
か

ら
ず
、
い
と
も
の
も
の
し
く
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
り
。

『
源
氏
物
語

少
女
』（
一
〇
〇
八
年
頃
）

（
一
〇
）
同
じ
憂
き
世
な
ら
ば
さ
て
こ
そ
あ
る
べ
か
り
け
れ
、
細
か
な
る
御

容
貌
な
ど
や
い
か
が
あ
ら
ん
、
大
方
の
御
あ
り
さ
ま
、
気
高
き
も

の
か
ら
、
筋
こ
と
な
る
あ
り
さ
ま
ど
も
な
る
を
な
ど
、

『
狭
衣
物
語
』（
平
安
後
期
）

（
一
一
）
わ
が
身
の
心
の
う
ち
こ
そ
人
に
似
ず
心
憂
け
れ
、
大
方
の
世
の

お
ぼ
え
は
鹿
つ
く
べ
う
も
あ
ら
ぬ
身
を
、
世
に
と
り
て
は
痴
れ

が
ま
し
う
見
思
ふ
人
あ
ら
ん
、

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』（
一
一
八
〇
年
頃
？
）
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次
に
、「
大
方
」
に
助
詞
「
に
」「
は
」「
に
は
」
な
ど
が
つ
く
形
で
あ（
２
）る。

（
一
二
）
は
「
大
方
」
に
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
形
で
副
詞
に
近
い
用
法
で

あ
り
、「
普
通
に
」
と
い
う
意
を
表
す
。（
一
三
）
は
助
詞
「
は
」
が
付
き
、

「
誰
か
が
真
実
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
す
。（
一

二
）（
一
三
）
の
よ
う
に
主
に
助
詞
「
に
」「
は
」
を
伴
う
例
が
多
く
み
ら
れ

る
。

（
一
二
）
女
君
も
、
大
方
に
う
ち
語
ら
ひ
て
過
ぎ
し
昔
だ
に
心
よ
り
外
な
る

こ
と
に
て
疎
ま
れ
き
こ
え
し
は
あ
い
な
か
り
し
を
、

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』（
一
一
八
〇
年
頃
？
）

（
一
三
）
わ
が
思
ひ
嘆
き
し
よ
、
大
方
は
だ
れ
か
は
知
る
人
の
あ
り
け
る
、

か
く
て
も
、げ
に
い
と
よ
う
あ
り
ぬ
べ
き
こ
と
に
こ
そ
あ
り
け
れ
、

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』（
一
一
八
〇
年
頃
？
）

そ
し
て
、形
容
動
詞
の
「
大
方
＋
な
る
」
の
形
を
み
て
み
る
。（
一
四
）―（
一

七
）
は
「
大
方
な
る
」
の
形
で
、（
一
四
）―（
一
六
）
は
「
普
通
・
一
般
的
な

こ
と
」
を
表
し
、（
一
七
）
の
よ
う
に
評
価
の
意
味
を
込
め
て
「
い
い
か
げ

ん
な
状
態
」
を
表
す
も
の
も
あ
る
。

（
一
四
）
又
、
こ
の
男
、
お
ほ
か
た
な
る
も
の
か
ら
、
と
く
、
お
か
し
き
こ

と
は
言
ひ
け
り
。

『
平
中
物
語
』（
九
五
九
―
六
五
年
頃
）

（
一
五
）「
な
ほ
、
世
に
あ
る
人
の
有
様
を
、
大
方
な
る
や
う
に
て
、
聞
き

あ
つ
め
、
耳
と
ゞ
め
給
ふ
癖
の
つ
き
た
ま
へ
る
を
、
さ
う
し
き
宵

居
な
ど
に
、
は
か
な
き
つ
い
で
に
、

『
源
氏
物
語
（
一
四
巻
）』（
一
〇
〇
八
頃
）

（
一
六
）
そ
の
つ
い
で
に
も
、「
さ
る
人
や
」
と
、
た
だ
大
方
な
る
や
う
に

て
問
ひ
た
ま
ふ
に
、
誰
と
さ
だ
か
に
は
言
は
ね
ど
、

『
狭
衣
物
語
』（
平
安
後
期
）

（
一
七
）
い
と
か
る
物
嘆
か
し
き
身
な
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
か
か
る
大
方
な

る
あ
り
さ
ま
に
て
は
見
ざ
ら
ま
し
と
、
さ
す
が
に
、
心
苦
し
う
思

し
や
ら
る
る
所
と
も
あ
れ
ど
、

『
狭
衣
物
語
』（
平
安
後
期
）

最
後
に
、「
大
方
」
が
単
独
で
現
れ
、
副
詞
的
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る

も
の
を
み
て
み
る
。（
一
八
）
の
「
大
方
」
は
文
頭
に
単
独
で
現
れ
、「
家
の

男
主
人
で
は
な
い
と
、
大
声
で
く
し
ゃ
み
を
す
る
の
は
に
く
ら
し
い
」
と
い

う
こ
と
を
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い（
３
）る。
そ
し
て
、（
一
九
）
の
よ

う
に
「
大
体
、
私
に
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
な
と
お
考
え
の
よ
う
だ
」
と
い

う
ふ
う
に
、
推
量
の
意
味
を
表
す
も
の
も
あ
る
。

（
一
八
）
お
ほ
か
た
、
人
の
家
の
を
と
こ
主
な
ら
で
は
、
た
か
く
は
な
ひ
た

る
、
い
と
に
く
し
。

『
枕
草
子
』（
一
〇
〇
一
年
頃
）

（
一
九
）
殿
が
ち
に
お
は
す
る
も
、
び
ん
な
き
事
と
の
た
ま
は
す
れ
ば
、
大

方
『
世
に
な
あ
り
そ
』
と
な
ん
め
り
と
、
む
つ
か
し
け
れ
ば
、
斎

院
に
参
り
て
、
隠
れ
ゐ
た
ま
へ
り
。『
狭
衣
物
語
』（
平
安
後
期
）

目
立
つ
の
は
、（
一
六
）
の
「
た
だ
（
〜
の
み
）」
の
よ
う
に
、
限
定
を
表

す
も
の
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
た
だ
（
〜
の

み
）」
の
他
に
も
、「
ば
か
り
」
な
ど
と
も
用
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
、「
大
方
の
掟
ば
か
り
こ
そ
」（『
狭
衣
物
語
』）、「
大
方
の
世
の
響
き
ば
か
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り
こ
そ
」（『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
中
古
の
「
大
方
」
は
様
々
な
形
と
し
て
現
れ

て
い
る
。そ
の
う
ち
、名
詞
的
用
法
の
「
大
方
の
」、「
大
方
」
に
助
詞
を
伴
っ

た
形
が
中
心
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
・
二

中
世

中
世
に
な
っ
て
も
前
代
か
ら
の
も
の
が
引
き
続
き
見
ら
れ
る
。
特
に
、
単

独
に
よ
る
「
大
方
」
の
副
詞
的
用
法
が
急（
４
）増し
、
さ
ら
に
新
た
な
も
の
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
二
〇
）―（
二
二
）
は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
方
の
」
の
形
で
あ
り
、（
二
〇
）
は

「
普
通
の
春
」、（
二
一
）
は
「
だ
い
た
い
の
花
」、（
二
二
）
は
「
一
般
的
な

物
語
」
と
い
う
意
を
表
す
。
そ
し
て
、（
二
三
）
は
助
詞
「
は
」
が
付
く
形

で
、「
だ
い
た
い
住
ま
い
の
や
り
方
」
と
い
う
意
を
表
す
。（
二
四
）
は
「
大

方
な
る
」
の
形
で
あ
り
、「
普
通
の
よ
う
に
」
と
解
釈
で
き
る
。（
二
五
）
は
、

副
詞
的
用
法
で
あ
り
、「
名
人
が
工
夫
を
尽
く
し
た
も
の
」
と
推
量
し
て
い

る
。

（
二
〇
）
た
だ
大
方
の
春
だ
に
も
、
暮
れ
行
く
空
は
物
う
き
に
、
況
や
今
日

を
か
ぎ
り
の
事
な
れ
ば
、

『
平
家
物
語
』（
一
二
一
九
年
頃
）

（
二
一
）
如
月
も
半
ば
に
な
れ
ば
、
大
方
の
花
も
や
う
や
う
気
色
づ
き
て
、

梅
が
香
匂
ふ
風
訪
れ
た
る
も
飽
か
ぬ
心
地
し
て
、

『
と
は
ず
が
た
り
』（
一
三
〇
六
年
頃
）

（
二
二
）
今
は
そ
の
筋
の
こ
と
な
ど
つ
ゆ
も
か
け
ず
、
大
方
の
世
の
物
語
、

内
裏
わ
た
り
の
こ
と
ば

『
無
名
草
子
』（
鎌
倉
初
期
）

（
二
三
）
又
、
時
の
ま
の
烟
と
も
な
り
な
ん
と
ぞ
、
う
ち
見
る
よ
り
思
は
る

る
。
大
方
は
、
家
居
に
こ
そ
、
こ
と
こ
と
ざ
ま
は
お
し
は
か
れ
る

れ
。

『
徒
然
草
』（
一
三
三
〇
年
頃
）

（
二
四
）
た
だ
大
方
な
る
や
う
に
、「
御
対
面
う
れ
し
く
、
御
旅
寝
す
さ
ま

じ
く
や
」
な
ど
に
て
、
『
と
は
ず
が
た
り
』（
一
三
〇
六
年
頃
）

（
二
五
）
両
目
両
足
の
並
び
給
へ
る
台
に
は
、
金
の
盤
、
雁
灯
を
逃
げ
た
り
。

大
方
、
魯
般
、
意
匠
を
窮
め
て
、
成
風
、
天
の
望
に
冷
し
く
、
�

首
、
手
攻
を
尽
く
せ
り
、
発
露
、
人
の
心
に
催
す
。

『
海
道
記
』（
一
二
二
三
年
頃
）

副
詞
的
に
使
わ
れ
る
「
大
方
」
に
は
、前
代
か
ら
の
も
の
と
し
て
（
二
五
）

の
よ
う
に
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
推
量
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
否

定
の
語
と
呼
応
す
る
陳
述
性
が
新
し
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
二
六
）
は
「
茸
が
出
る
時
期
な
の
に
ま
っ
た
く
茸
の
類
は
見
え
な
い
」

と
い
う
こ
と
、（
二
七
）
は
「
御
世
話
役
の
手
伝
い
を
頼
ん
だ
が
、
ほ
と
ん

ど
人
数
が
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、（
二
八
）
は
「
引
き
抜
こ
う
と

し
た
が
、
全
然
抜
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
ら
の
例
の
「
大
方
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
見
え
ず
」「
参
ら
ず
」「
抜
か
れ
ず
」
と
い
う
述
語
（
動

詞
）
を
修
飾
し
、「
ほ
と
ん
ど
〜
な
い
」
と
い
う
完
全
否
定
の
意
味
を
表
し

て
い
る
。

（
二
六
）
九
十
月
に
も
な
り
ぬ
る
に
、
さ
き
ざ
き
出
で
来
る
程
な
れ
ば
、
山

に
入
り
て
茸
を
求
む
る
に
、
す
べ
て
蔬
（
く
さ
び
ら
）
大
方
見
え

�

ず
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
一
二
二
一
年
頃
）

（
二
七
）
た
ま
た
ま
の
御
奉
行
に
て
候
へ
ば
、助
け
参
る
べ
き
由
を
申
し
ぬ
。
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大
方
人
数
参
ら �

ず
。

『
春
の
深
山
路
』（
一
二
八
一
年
頃
）

（
二
八
）
し
ば
し
か
な
で
て
後
、
抜
か
ん
と
す
る
に
、
大
方
抜
か
れ �

ず
。
酒

宴
こ
と
さ
め
て
、
い
か
が
は
せ
ん
と
惑
ひ
け
り
。

『
徒
然
草
』（
一
三
三
〇
年
頃
）

以
上
の
よ
う
に
、
中
世
の
「
大
方
」
に
は
、
中
古
か
ら
の
「
大
方
の
」「
大

方
＋
助
詞
」「
大
方
な
る
」
と
と
も
に
、
単
独
で
現
れ
る
副
詞
的
用
法
に
推

量
の
意
味
を
表
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
古
と
違
っ
て
、
副
詞
的

用
法
が
中
心
と
な
り
、
さ
ら
に
否
定
の
語
と
呼
応
す
る
新
し
い
用
法
が
現
れ

は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
。

二
・
三

近
世

中
古
以
降
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
が
近
世
に
も
引
き
続
き
見
ら
れ
る
。特
に
、

中
世
の
よ
う
に
副
詞
的
用
法
が
中
心
と
し
て
い（
５
）た。
し
か
し
、
否
定
の
語
と

呼
応
す
る
も
の
よ
り
推
量
の
語
と
呼
応
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。

近
世
初
期
の
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三：

六
九
七
）
の
「
大
方
」
の
項
に

は
「
大
部
分
」
を
表
す
名
詞
的
用
法
と
し
て
記
述
さ
れ
、「Core

vÔ
catano

cotodeua
nai.

（
こ
れ
大
方
の
事
で
は
な
い
）」
と
い
う
用
例
を
あ
げ
て
い

る
。
次
の
（
二
九
）（
三
〇
）
も
こ
れ
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。

（
二
九
）
高
野
山
で
見
た
ら
ば
堪
忍
も
な
ら
う
。
又
は
京
に
来
て
よ
い
事
見

た
目
で
、
大
方
の
事
は
」
と
け
さ
れ
て

『
好
色
一
代
男
』（
一
六
八
二
年
頃
）

（
三
〇
）
カ
ク
テ
三
日
モ
過
ヌ
レ
バ
、
大
方
ノ
食
物
味
損
ズ
。

『
孔
雀
桜
筆
記
』（
一
七
六
八
年
頃
）

そ
し
て
、「
大
方
＋
な
る
」
の
形
と
と
も
に
、「
大
方
な
ら
ず
（
ぬ
）」
と

い
う
否
定
形
の
形
が
こ
の
時
期
に
初
め
て
現
れ
る
。「
大
方
な
ら
ず
（
ぬ
）」

と
い
う
否
定
形
は
、
前
代
に
見
ら
れ
る
「
大
方
―
否
定
形
式
」
と
い
っ
た
共

起
性
か
ら
発
達
し
た
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
一
）
又
の
世
ま
で
の
咄
の
種
に
た
め
し
て
見
給
へ
」
と
、
た
だ
し
く
書

き
付
け
け
る
。
そ
の
中
に
大
方
な
る
事
に
は
お
ど
ろ
か
ぬ
男
進
み

て
、
人
間
に
あ
い
さ
つ
す
る
ご
と
く
、

『
男
色
大
鏡
』（
一
六
八
七
年
頃
）

（
三
二
）
手
を
差
し
て
な
や
め
る
時
、
左
右
へ
蛇
の
頭
を
出
し
、
男
ど
も
に

食
ひ
付
き
て
、
味
を
痛
め
る
事
、
大
方
な
ら
ず
。

「
西
鶴
諸
国
話
」（
一
六
や
五
年
頃
）

（
三
三
）
酒
ま
ゐ
り
て
、
二
世
ま
で
と
約
束
の
こ
と
男
奴
、
大
方
な
ら
ぬ
因

果
」
と
、
心
底
う
ち
開
け
て
語
る
時
十
太
郎
、
見
に
は
は
う
れ
し

き
事
を
い
さ
ま
ず
、

『
武
道
伝
来
記
』（
一
六
八
七
年
頃
）

ま
た
、
少
数
で
あ
る
が
、
形
容
動
詞
の
連
体
修
飾
形
で
あ
る
「
大
方
な
」

と
い
う
も
の
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
三
四
）「
痛
む
か
痛
ま
ぬ
か
、
切
つ
て
は
み
ず
。
大
方
な
こ
と
問
は
つ
し

や
れ
。
ア
小
気
味
の
悪
い
女
郎
ぢ
や
と
。」

『
人
形
浄
瑠
璃
・
心
中
天
の
網
島
』（
一
七
二
〇
年
頃
）
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副
詞
的
用
法
に
は
、
否
定
の
文
末
表
現
と
呼
応
す
る
も
の
が
少
な
く
な
る

一
方
、
推
量
の
文
末
表
現
と
結
び
つ
く
形
が
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
呼
応
関
係
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
三
五
）
人
々
や
が
て
と
ら
へ
と
ど
め
、
引
き
出
だ
さ
ん
と
す
る
に
、
大
方

�
�
�
�
�
�

引
き
ぬ
か
れ
ず
、
か
ら
う
じ
て
引
き
あ
げ
た
れ
ば
、
気
を
と
り
う

し
な
ひ
け
り
。『

仮
名
草
子
集

か
な
め
い
し
』（
一
六
六
二
年
頃
）

（
三
六
）
こ
れ
の
み
平
生
思
ひ
や
り
、「
伊
勢
が
心
は
歌
の
読
み
方
に
て
大

方
か
く
あ
る �

�べ
し
。」

『
新
可
笑
記
』（
一
六
八
八
年
頃
）

（
三
七
）
勤
子
の
客
せ
ぬ
病
気
は
、
大
方
が
痔
で
が
な �

�
�

あ
ら
う
と
わ
る
ず
い

ま
は
し
て
、『
浮
世
草
子
集

野
白
内
証
鑑
』（
一
七
一
〇
年
頃
）

（
三
八
）
こ
ゝ
よ
り
外
に
家
は
な
し
。
大
方
こ
の
内
へ
は
ひ
つ
た

�
�
�
�
�

に
違
い
な
い
。
エ
ヽ
誰
ぞ
来
よ
か
し
。
問
ひ
た
や
と
見
や
る
先
よ

り
。

『
浄
瑠
璃
・
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』（
一
七
七
一
年
頃
）

（
三
九
）
す
り
や
与
茂
作
を
殺
し
た
も
。
大
方
同
じ
奴 �

�
�
�
�

と
思
は
る
ゝ
。
見
れ

ば
数
か
所
の
刀
疵
。

『
浄
瑠
璃
・
碁
太
平
記
白
石
噺
』（
一
七
八
〇
年
頃
）

（
四
〇
）
こ
ゝ
の
内
の
火
鉢
ハ
、
大
方
、
狸
か
狐
の
化
だ
の �

�
�

だ
ら
う
。

『
古
今
秀
句
落
し
噺
』（
一
八
四
四
年
頃
）

以
上
の
よ
う
に
近
世
の
「
大
方
」
は
主
に
現
代
と
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
陳
述

副
詞
と
し
て
、
推
量
の
意
を
表
し
な
が
ら
推
量
の
文
末
表
現
と
呼
応
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
近
代
以
降
の
「
大
方
」

近
代
以
降
に
お
け
る
「
大
方
」
に
も
こ
れ
ま
で
の
も
の
が
引
き
続
き
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
用
法
で
あ
る
、「
大
方
の
乘
客
」（
久
保
天
随
「
鎮
西
遊

記
」『
太
陽
』
一
九
〇
一
年
第
四
号
）
の
よ
う
な
連
体
修
飾
形
の
う
ち
、
現

代
の
用
例
か
ら
「
Ｎ
＋
の
大
方
」
の
形
が
一
例
見
ら
れ
る
。

（
四
一
）
地
上
絵
で
い
え
ば
、
溝
の
何
本
か
は
見
つ
け
た
が
、
空
か
ら
全
体

像
を
眺
め
た
者
が
い
な
い
段
階
か
。
宇
宙
の
大
方
は
未
知
の
「
暗

黒
」
が
占
め
る
と
さ
れ
る
。「

朝
日
新
聞
」
二
〇
一
二
年
七
月
七
日

そ
し
て
、
中
古
か
ら
現
れ
た
「
大
方
＋
な
る
」
と
い
う
形
は
近
代
の
資
料

か
ら
は
一
例
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
大
方
＋
な
ら
ず
（
ぬ
）」

と
い
う
否
定
形
は
多
数
見
え
、
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
た

だ
し
、「
大
方
な
る
」「
大
方
な
ら
ず
」
と
い
う
表
現
は
、
現
代
語
の
用
例
か

ら
は
一
例
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
）

（
四
二
）「
白
井
は
大
方
な
ら
ず
胸
を
ば
刺
さ
れ
た
」

小
栗
風
葉
「
一
腹
一
生
」『
太
陽
』
一
九
〇
一
年
一
〇
号

ま
た
、
副
詞
的
用
法
に
は
、
特
に
陳
述
副
詞
用
法
と
し
て
は
、
近
世
と
同

じ
く
否
定
の
文
末
表
現
よ
り
推
量
の
文
末
表
現
と
共
起
す
る
も
の
が
多
く
み

ら
れ
る
。
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（
四
三
）「
序
の
事
に
伺
ひ
ま
す
が
、
子
を
食
ひ
物
に
し
て
旨
が
る
親
が
世

間
に
有
り
ま
す
が
、
大
方
其
家
も
菜
食
な
の �

�
�

で
せ
う
な
。」

無
名
斎
「
肉
食
と
菜
食
」『
太
陽
』
一
八
九
五
年
第
二
号

（
四
四
）
病
人
に
切
花
を
送
る
も
ん
ぢ
や
な
い
と
い
ふ
、
大
方
直
に
し
ほ
れ

る
か
ら �

�
�

だ
ら
う
、
下
ら
な
い
事
を
言
つ
た
も
の
だ
、

昭
子
「
避
暑
す
る
人
の
幸
な
き
身
の
上
」『
近
代
女
性
雑
誌
』
一

九
〇
九
年
第
一
〇
号

（
四
五
）
大
連
の
取
引
所
事
件
に
關
係
し
た
政
友
會
の
黨
員
と
い
へ
ば
姓
名

は
書
か
ず
と
も
大
方
目
星
が
つ
く �

�
�

だ
ら
う
。

「
茶
話
」『
太
陽
』
一
九
二
五
年
第
七
号

四
、
お
わ
り
に

「
大
方
」
は
中
古
か
ら
多
義
語
と
し
て
名
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
的
用
法

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
副
詞
的
用
法
は
基
本
的
に
推
量
の
意
味
を
表
す

も
の
か
ら
現
れ
た
。
し
か
し
、
中
世
に
入
っ
て
か
ら
は
否
定
の
文
末
表
現
と

の
結
び
つ
き
が
現
れ
は
じ
め
た
が
、
近
世
に
な
っ
て
減
少
し
て
い
く
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
推
量
の
文
末
表
現
と
呼
応
す
る
場
合
が
多
く
な
り
、
推

量
の
「
だ
ろ
う
」
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
末
形
式
と
共
起
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
し
て
「
事
柄
の
占
め
る
部
分
が
多
い
」
あ
る
い
は
「
普
通
・
一
般
的
」

と
い
う
よ
う
な
意
味
を
も
つ
名
詞
的
用
法
は
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、

形
容
動
詞
の
「
大
方
な
る
・
な
ら
ず
（
ぬ
）」
と
い
う
表
現
は
今
回
の
調
査

範
囲
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後
は
「
大
方
」
の
類
義
語
と
さ
れ
る
「
大
概
」「
大
抵
」
の
歴
史
的
変

化
を
調
べ
、
そ
こ
か
ら
み
ら
れ
る
相
似
点
・
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

き
た
い
。

【
資
料
】

﹇
テ
キ
ス
ト
類
﹈『
万
葉
集
』『
日
本
霊
異
記
』『
古
今
和
歌
集
』『
落
窪
物

語
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
更
級
日
記
』『
狭
衣
物
語
』『
栄
花
物
語
』

『
今
昔
物
語
集
』『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』『
将
門
記
』『
無
名
草
子
』

『
平
冶
物
語
』『
徒
然
草
』『
正
法
眠
蔵
随
聞
記
』『
平
家
物
語
』『
建
礼

門
院
右
京
大
夫
集
』『
と
は
ず
が
た
り
』『
中
世
日
記
紀
行
集
』『
中
世

和
歌
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
沙
石
集
』『
太
平
記
』『
謡
曲
集
』『
狂

言
集
』『
義
経
記
』『
室
町
物
語
草
子
集
』『
歌
論
集
』（
以
上
、『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
）

﹇
コ
ー
パ
ス
類
﹈（
作
品
名
は
省
略
す
る
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、「
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版

太
陽
コ
ー
パ
ス

雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
国
語
研
究
所
、「
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
版
『
近
代
女
性
雑
誌
コ
ー
パ
ス
』」
国
立
国
語
研
究
所
、「
朝
日
新
聞

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

﹇
辞
書
・
辞
典
類
﹈『
日
葡
辞
書：

邦
訳
』（
一
九
八
〇
）
岩
波
書
店
、『
現

代
副
詞
用
法
辞
典
』（
一
九
九
四
）
東
京
堂
出
版
、『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
二
〇
〇
二
）
小
学
館

【
参
考
文
献
】

田
和
真
紀
子
（
二
〇
〇
七
）「『
お
お
よ
そ
』『
お
そ
よ
』
の
意
味
機
能
の
指

摘
変
遷
」『
外
国
文
学
』
五
六
、
宇
都
宮
大
、
一
一
一
―
一
二
八
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仁
田
義
雄
（
二
〇
〇
二
）『
副
詞
的
表
現
の
諸
相
』
新
日
本
語
聞
法
選
書
三
、

く
ろ
し
お
出
版

注

（
１
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
基
づ
い
て
、
上
代
・
中

古
の
作
品
か
ら
「
お
ほ
か
た
・
お
お
か
た
・
大
方
」
を
検
索
し
た
結
果
、

五
十
五
例
が
得
ら
れ
た
。そ
の
う
ち
、「
大
方
の
」
の
形
は
二
〇
例
、「
大

方
＋
助
詞
」
の
形
は
一
九
例
、
残
り
の
一
六
例
は
「
大
方
な
る
」
や
単

独
の
「
大
方
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
大
方
の
」「
大
方
＋
助
詞
」
が

大
半
数
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
主
な
用
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
助
詞
「
は
」「
に
」
の
他
、「
を
」「
も
」
が
付
い
て
名
詞
的
用
法
と

し
て
「
大
部
分
」
を
表
す
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
あ
っ
た
。

（
３
）
田
和
（
二
〇
〇
七
）
で
は
副
詞
が
文
頭
に
単
独
で
現
れ
、
一
般
論
で

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
「
文
頭
概
括
用
法
」
と
称
し
た
。

（
４
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
基
づ
い
て
、
中
世
の

作
品
か
ら
「
お
ほ
か
た
・
お
お
か
た
・
大
方
」
を
検
索
し
た
結
果
、
一

二
二
例
が
得
ら
れ
、「
大
方
」
が
単
独
で
現
れ
た
形
が
半
分
以
上
を
占

め
た
。「
大
方
＋
助
詞
」
は
二
二
例
、「
大
方
の
」
は
二
一
例
で
あ
り
、

「
大
方
な
る
・
な
ら
ず
」
は
八
例
で
あ
っ
た
。

（
５
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
基
づ
い
て
、
近
世
の

作
品
か
ら
「
お
ほ
か
た
・
お
お
か
た
・
大
方
」
を
検
索
し
た
結
果
、
一

六
六
例
が
得
ら
れ
、「
大
方
」
が
単
独
で
現
れ
た
形
が
ほ
ぼ
半
分
で
、「
大

方
＋
助
詞
」
は
四
〇
例
、「
大
方
な
る
・
な
ら
ず
」
は
二
八
例
、「
大
方

の
」
は
二
一
例
で
あ
っ
た
。
形
容
動
詞
の
連
体
修
飾
も
一
例
あ
っ
た
。

（
い

じ
う
ん

大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
）
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